
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 福島県教育委員会では、子育て力の向上に向けた取組みや子育て不安や悩みを抱える保護者等の支援をする
ため、子育て・家庭教育支援に携わる地域の人材を養成することを目的として、「地域子育てサポート養成事
業」を実施しました。研修期間は３日間です。 
これまで、１日目は６月３０日に全体研修として郡山市の県農業総合センターで実施しました。（２２１名

受講）２日目は７月２０日に地区別研修 A（県北）として福島市中町ビルで実施しました。受講者は、３１名
でした。そして、３日目は地区別研修Ｂ（県北）として二本松市の県男女共生センターで実施しました。受講
者は、３３名でした。３日目の様子を紹介します。 

発達障がいの具体的な内容（高機能自
閉症、ＡＤＨＤ、ＬＤ、アスペルガー症
候群など）とそれぞれの特徴、そして、
そうした子どもへの対応の仕方について
具体的に学びました。なにより、障がい
のある子どもも含めて、「地域で共に学
び、共に生きる教育」（インクルーシブ教
育）の大切さを学びました。 

子育ての現状として…母親の孤立化、子育ての悩みや不安の増加、 
母親一人の抱え込み、児童虐待の増加 など 

↓ 
こうした現状・課題を解決するためにきめの細かい支援の必要性が

ある。具体的には、虐待の連鎖を断ち切るための支援、家族の問題を
抱えた家庭への支援、障がいを持っている子の家庭への支援、外国出
身者への支援など。これらの支援をしていくために今後子育てサポー
トチームは大いに期待される。 

郡山わらべうたであそぼうの会は、わらべうたを親子で
歌ったり、踊ったり、身体表現したりすることで、楽しい
子育てをお母さんやお父さんに勧めています。 
この日の講座でも数え歌や「おんまさん」などを披露し、

童歌に合わせてリズムをとるなどして参加者みんなで楽し
みました。 

 今回の３日間の講義を受講終了した方には、受講修了証を配付いたしました。受講生の多くは、これま

でも各地域で子育て支援を行っている方がほとんどですが、今後は、「子育てサポーター」として、各地

域での活躍を期待したいと思います。 


